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私
の
住
む
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
三
分
歩
く
と
、
香
椎
浜
の
浜
辺
に
出
る
。
香
椎
浜
は
、
博
多
湾
の
東
端
に
位

置
し
、
入
江
に
な
っ
て
い
る
。
入
江
の
外
海
へ
の
開
口
部
に
は
橋
が
架
か
り
、
浜
辺
を
一
周
で
き
る
散
歩
道

が
作
ら
れ
て
い
る
。
一
周
は
三
・
二
ｋ
ｍ
、
眺
め
も
良
く
年
寄
り
に
は
ち
ょ
う
ど
良
い
散
歩
道
だ
。
通
常
は

こ
こ
か
ら
右
回
り
に
歩
い
て
行
く
。 

浜
辺
へ
出
る
や
、
目
の
前
の
海
中
に
小
さ
な
鳥
居
が
立
ち
岩
礁
の
上
に
祠
が
作
ら
れ
て
い
る
。
御
島
神
社

と
い
う
。
神
功
皇
后
が
朝
鮮
出
征
に
際
し
こ
こ
で
神
託
を
得
る
べ
く
髪
を
洗
っ
て
占
っ
た
謂
れ
が
あ
る
。 

対
岸
の
彼
方
に
は
山
が
見
え
る
。
二
神
山
ま
た
は
立
花
山
と
言
わ
れ
、
戦
国
時
代
、
立
花
宗
茂
が
島
津
の

大
軍
に
屈
せ
ず
そ
の
猛
将
の
名
を
轟
か
せ
た
山
で
あ
る
。
宗
茂
は
関
ヶ
原
で
家
康
と
闘
い
な
が
ら
唯
一
復
帰

し
た
大
名
と
し
て
も
名
高
い
。 

少
し
歩
く
と
、
歌
が
三
首
書
か
れ
た
飾
り
板
が
柵
に
取
付
け
ら
れ
て
い
る
。
万
葉
集
に
出
て
く
る
香
椎
潟

を
詠
ん
だ
歌
だ
。
そ
の
う
ち
の
一
首
は
、
大
伴
家
持
の
父
、
大
伴
旅
人
の
歌
で
あ
る
。 

 
 

 
 

い
ざ
子
供
香
椎
の
潟
に
白
妙
の 

袖
さ
へ
ぬ
れ
て
朝
菜
摘
み
て
む 

 大
伴
旅
人
は
、
香
椎
に
あ
る
神
功
皇
后
の
廟
（
香
椎
宮
と
な
っ
た
の
は
明
治
以
後
）
に
詣
で
に
来
た
と
き

香
椎
の
潟
を
眺
め
て
詠
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。 

四
分
の
一
周
し
た
付
近
の
浜
辺
は
松
本
清
張
の
「
点
と
線
」
の
犯
行
現
場
と
し
て
登
場
し
た
。
小
説
で
は
、

香
椎
潟
と
書
か
れ
て
い
る
。
昭
和
三
十
年
代
は
、
人
影
も
疎
ら
な
岩
場
だ
っ
た
が
、
そ
の
後
埋
め
立
て
ら
れ
、

潟
か
ら
浜
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

浜
辺
を
半
周
す
る
と
、
博
多
湾
方
向
に
ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
群
が
大
き
く
見
え
て
く
る
。

ア
イ
ラ
ン
ド
シ
テ
ィ
は
、
香
椎
浜
と
海
の
中
道
の
間
に
作
ら
れ
た
人
工
島
で
あ
る
。
十
七
ｈ
ａ
、
ペ
イ
ペ
イ

ド
ー
ム
十
七
個
分
の
広
さ
が
あ
る
。
福
岡
市
が
未
来
都
市
を
目
指
し
て
こ
の
二
十
年
建
設
し
て
き
た
。
春
に

は
博
多
と
直
結
の
高
速
道
路
も
完
成
し
、
二
十
分
で
中
心
部
と
繋
が
る
。
小
・
中
学
校
、
病
院
、
公
園
も
作
ら

れ
住
民
は
一
万
を
超
し
つ
つ
あ
っ
て
、
福
岡
市
人
口
増
の
象
徴
で
あ
る
。 

さ
ら
に
歩
き
、
遊
歩
橋
「
あ
い
た
か
橋
」
四
百
三
十
ｍ
を
渡
っ
て
最
後
の
コ
ー
ス
と
な
る
。
冬
は
浜
辺
の

鴨
が
嬉
し
い
。 


